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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年1月30日(2020.1.30)

【公表番号】特表2019-536110(P2019-536110A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-528528(P2019-528528)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０１　
   Ｇ０２Ｂ    5/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/20     １０１　
   Ｇ０２Ｂ    5/02     　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０５　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月27日(2019.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　量子ドット；および
　散乱粒子；を含み、
　前記散乱粒子は、平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍである第１金属酸化物；および平
均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍである第２金属酸化物；を含み、
　前記第１金属酸化物は、ＴｉＯ２であり、
　前記第２金属酸化物は、ＺｎＯである自発光感光性樹脂組成物。
【請求項２】
　前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の比は、０．１～０．５である、
請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の差異は、６０ｎｍ以上である、
請求項２に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記散乱粒子は、Ｌｉ、Ｂｅ、Ｂ、Ｎａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｖ、Ｃ
ｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｓ、Ｂａ、Ｌａ、
Ｈｆ、Ｗ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ
、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＴａおよびＩｎから選ばれる１種以上の
金属の酸化物をさらに含む、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記さらに含まれる金属酸化物は、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２、ＢａＴｉＯ３、
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Ｔａ２Ｏ５、Ｔｉ３Ｏ５、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＡＴＯ、ＺｎＯ－Ａｌ、Ｎｂ２Ｏ３、ＳｎＯ
およびＭｇＯから選ばれる１種以上である、請求項４に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項６】
　前記散乱粒子の固形分の全体１００重量部に対して前記第１金属酸化物５０～９０重量
部および前記第２金属酸化物１０重量部以上５０重量部未満で含まれる、請求項１に記載
の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記散乱粒子は、前記自発光感光性樹脂組成物の固形分の全体１００重量部に対して０
．１～５０重量部で含まれる、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項８】
　光重合性化合物、アルカリ可溶性樹脂、光重合開始剤および溶剤よりなる群から選ばれ
る１以上をさらに含む、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の自発光感光性樹脂組成物の硬化物を含むカラーフィル
ター。
【請求項１０】
　前記カラーフィルターは、赤色パターン層、緑色パターン層および青色パターン層より
なる群から選ばれる１以上を含む、請求項９に記載のカラーフィルター。
【請求項１１】
　請求項９に記載のカラーフィルターを含む画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　本発明の一実施形態において、前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の
比は、０．１～０．５であってもよい。具体的に、散乱粒子として平均粒径が１００～５
００ｎｍ、好ましく１５０～４００ｎｍである第１金属酸化物を使用することが好ましく
、この際、前記第２金属酸化物の平均粒径は、前記第１金属酸化物の平均粒径の０．１～
０．５倍であるものを使用することが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記散乱粒子は、Ｌｉ、Ｂｅ、Ｂ、Ｎａ、Ｍｇ
、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｒｂ
、Ｓｒ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｓ、Ｂａ、Ｌａ、Ｈｆ、Ｗ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ
、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｚｒ、Ｎｂ、
ＴａおよびＩｎから選ばれる１種以上の金属の酸化物をさらに含むことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記散乱粒子の固形分の全体１００重量部に対
して前記第１金属酸化物５０～９０重量部および前記第２金属酸化物１０重量部以上５０
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重量部未満で含まれ得る。前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物が前記範囲を満たす
場合、光維持率の改善効果に優れ、輝度の減少を抑制することができるので好ましい。前
記第１金属酸化物が前記範囲未満の場合、光維持率の改善効果が不十分になり得、前記範
囲を超過する場合、散乱効果が減少するのに伴って輝度が減少し得るので、前記範囲内で
適切に使用することが好ましい。前記第２金属酸化物の含量が前記範囲未満の場合、光散
乱が難しくて、輝度改善効果が不十分になり得、前記範囲を超過すると、光維持率の改善
を妨害する恐れがあるので、前記範囲内で適切に使用することが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　前記光重合性化合物は、前記自発光感光性樹脂組成物の固形分の全体１００重量部に対
して５～７０重量部、好ましくは７～６５重量部で含まれ得る。前記光重合性化合物が前
記範囲内で含まれる場合、画素（ｐｉｘｅｌ）部の強度や平滑性が良好になるので好まし
い。前記光重合性化合物が前記範囲未満で含まれる場合、光による光硬化度が低下して、
画素パターンの形成が多少困難になり得、前記範囲を超過する場合、パターンの剥離問題
が発生し得る。
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